
 

 
平成 23 年 6月 23 日 

各      位 

 

会 社 名  株式会社 医学生物学研究所 

代表者名  代表取締役社長 佐々木 淳 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード４５５７） 

問合せ先  常務取締役 林 通宏 

電話番号   052-238-1901 

株式会社 グライエンスの株式の取得（子会社化）に関するお知らせ 

当社は、平成 23 年 6 月 23 日開催の取締役会において、株式会社 グライエンス（本社：名古屋市千種区、代
表取締役社長：矢部 宇一郎、以下「グライエンス社」）が実施する第三者割当増資を引き受け、同社を子会社化
（所有割合 94.2％）することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．株式の取得の理由 

グライエンス社は、糖鎖構造解析受託及びレクチン機能活性を活用した虫歯抑制食品の製品化開発ならびに
食中毒菌をプロファイルする品質管理の簡易試験方法の開発等を行っているベンチャー企業であり、糖鎖科学
は DNA、タンパク質に続く第三の鎖状生命分子として注目されていることから、当社グループの戦略上、重要
な位置付けとなっております。 
今回の増資引受により、グライエンス社が営業基盤を強化し、機動的な事業開発活動が可能となるとともに、

また当社グループにおける試薬事業の連携強化がより一層可能となることで、今後の業容拡大を図ってまいり
ます。 

 

２．異動する子会社（株式会社 グライエンス）の概要（平成 23 年 3 月 31 日現在） 

（１） 商 号 株式会社 グライエンス 

（２） 本 店 所 在 地 名古屋市千種区千種二丁目 22 番地 8号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 矢部 宇一郎 

（４） 事 業 内 容 
糖鎖構造解析技術を利用した受託サービス、高機能性レクチンを活

用した虫歯予防剤・食中毒菌検査システムの研究開発 

（５） 資 本 金 の 額 50 百万円 

（６） 設 立 年 月 日 平成 16 年 2月 23 日 

（７） 

 

大株主及び持株比率 

 

株式会社 医学生物学研究所  26.3％ 

矢部 宇一郎         22.6％ 

有限会社 エスアンドアイ   20.7％ 

資 本 関 係
当社は当該会社の株式の 26.3％を保有しておりま

す。増資後の持株比率は 94.2％となります。 

人 的 関 係 当社は当該会社に対して、役員を派遣しております。

取 引 関 係
当該会社は、当社より融資を受けており、また当社

製品の受託製造を行っております。 

（８） 
上場会社と当該会社と

の 関 係 等 

関連当事者へ

の 該 当 状 況

当該会社は、当社の持分法適用関連会社に該当し、

増資後は当社の連結子会社となります。 



 

 
（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

 平成 21 年 3月期 平成 22 年 3月期 平成 23 年 3月期 

純 資 産 21 5 △4 

総 資 産 37 32 25 

１ 株 当 た り 純 資 産 （ 円 ） 8,273.15 1,900.31 △1,359.47

売 上 高 6 27 6 

営 業 利 益 △18 △12 △30 

経 常 利 益 △15 △1 △9 

当 期 純 利 益 △16 △1 △9 

１株当たり当期純利益（円） △6,517.19 △644.44 △3,259.78

１ 株 当 た り 配 当 金 （ 円 ） ― ― ― 

（単位：百万円） 
 

３．取得株式数、取得価額および取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 

781 株 

（議決権の数：781 個） 

（所 有 割 合：26.3％） 

（２） 取 得 株 式 数          

35,000 株 

（議決権の数：35,000 個） 

（取 得 価 額：35 百万円） 

（３） 異動後の所有株式数 

35,781 株 

（議決権の数：35,781 個） 

（所 有 割 合：94.2％） 

 

４．第三者割当増資の概要 

（１） 発 行 株 式 数          35,000 株 

（２） 発 行 価 額          １株につき 1,000 円 

（３） 発 行 総 額          35,000,000 円 

（４） 割 当 先          株式会社 医学生物学研究所 

（５） 払 込 期 日          平成 23 年 7月 1日 

 

５．日程 

取 締 役 会 決 議 平成 23 年 6月 23 日 

 

６．今後の見通し  

グライエンス社は現在赤字決算となっておりますが、今回の増資引受により、債務超過状態が解消し手許資
金が確保されることで、現在進行中のレクチンチップによる細胞プロファイリング、糖鎖解析事業等の研究開
発の早期展開、新規レクチン開発による大手食品会社などの提携（口腔ケア製品、及び食品品質管理など）に
注力できるため、積極的な事業展開が可能となり、3年後の黒字転換を見込んでおります。加えて、子会社化
による経営資源の有効活用、効率的な組織運営が図られることで、中長期的には当社グループの収益力の強化
にも寄与するものと考えております。なお、当社業績に与える影響は現在精査中であり、今後業績の見通しに
修正の必要が生じた場合は速やかに開示いたします。 

 

（参考）当期連結業績予想（平成 23年 5 月 13 日公表分）及び前期連結経営実績 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

当期業績予想 

（平成 24年 3 月期） 
6,518 百万円 347 百万円 233 百万円 186 百万円

前期実績 

（平成 23年 3 月期） 
6,250 百万円 395 百万円 195 百万円 △112 百万円

 
以  上 


